
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【大学生による地域の魅力 

報告会】 

１． 趣 旨   
 
 
 
 
 
 
 
２．事業概要（富山県公民館連合会へ委託2，000千円、実施公民館・団体に再委託） 

 【地域振興型】 【体験交流型】 

目 的 

地域の高齢化や魅力発信など地域課
題をテーマとした実践的な学習会や
現地調査、グループワークなどを通じ
て地域振興の活動につなげていく 

地域の若い親子世代と高齢者世代の
交流を通じた自然体験やふるさと学
習を行うことにより、地域コミュニテ
ィの強化や絆づくりにつなげる 

館 数 ５館 28館 

再委託料 100千円／館 50千円／館 

 

３．事業展開例 

（１）【地域振興型】 

①砺波市立栴檀山公民館 

  ○地域課題：地区住民の危機管理意識の高揚。地域の危険箇所の洗い出し、周知 

○活動内容：地震体験車による疑似体験をきっかけとした学習会やグループワーク 

実施日 内   容 参加人数 

６月30日 

（日） 
学習会 

地震体験車による地震疑似体験、煙体験、

AED体験 

（食改からの防災食の講演と防災食の提

供） 

150名 

７月14日 

（日） 

学習会 

フィールド

ワーク 

砺波市総務課からの防災に関する出前講座 

地区の危険箇所の巡回 

一次避難場所の備品チェック 

45名 

７月14日 

（日） 
避難訓練 

避難行動要支援者の避難訓練 

避難の際の持ち物チェック 
60名 

７月23日 

（火） 

活動の 

まとめ 

今までの活動を振り返り、グループ討議・

発表（危険箇所、避難の際の持ち物、備品

等） 

45名 

 

      はつらつ公民館学び支援事業（１） 新 
 

人生100年時代に向け、地域の生涯学習拠点である公民館が実

施する地域振興や絆づくりなど地域課題の解決に向けたモデル

的な「学び」の活動を支援 

―●●― 

○成果 

・地震体験車による地震疑似体験等には、地区のほぼ全住民が参加した。加えて、避難行動

要支援者の避難訓練等実践的な活動を実施した。当初、グループ討議・発表は秋に開催す

る予定であったが、地区住民の要望により7月に前倒しするなど、危機管理に対する意識

の高まりが見られた。 

・危険箇所の洗い出しを行い、それに対する住民の意識の統一が図られた。危険箇所を地図

にまとめ各自治公民館で掲示し、危険箇所の見直しやその対策を講じることに活用してい

る。 

 

②黒部市立東布施公民館 

  ○地域課題：地域の魅力再発見、発信 

○活動内容：地域の魅力再発見のための学習会及びマップづくり 

（金沢大学インターンシップ生と一緒に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 内   容 参加人数 

７月９日 
（火） 

地域を知る 
学習会  

自分が住む布施谷（東布施）を知る講座  
～布施谷の石器時代から中世まで～      
講師：日本黒部学会 八尾隆夫 氏 

30人 

７月16日 
（火） 

自分が住む布施谷（東布施）を知る講座  
～布施谷の中世から現在まで～      
講師：日本黒部学会 八尾隆夫 氏 

29人 

７月28日 
（日） 

地域の三大
祭りの 
現地学習会 

中陣ニブ流し見学と学習会 
講師：保存会関係者 

７人 

８月7日 
（水） 

尾山の七夕流し見学と学習会 
講師：石川幹夫東布施公民館長 

６人 

８月14日 
（水） 

朴谷の獅子舞見学と学習会 
講師：獅子舞保存会関係者 

５人 

８月20日 
（火） 

布施谷の 
魅力再発見
（大学生と   
ともに） 

東布施保育所訪問 約 30人 

８月24日 
（土） 

ふれあい流しそうめん 43人 

８月25日 
（日） 

布施谷健康ウォーク大会 50人 

８月30日 
（金） 

そば打ち道場 18人 

８月31日 
（土） 

活動の 
まとめ 

大学生が感じた東布施地区の魅力を紹介 
大学生が製作した地域の特色を活かしたマ
ップの発表 

20人 

11月 
（予定） 

地域を知る 
学習会 

自分が住む布施谷（東布施）を知る講座  
～僧ヶ岳について～      
講師：日本黒部学会 八尾隆夫 氏 

    僧ヶ岳保勝会 

― 

 

 

 

 
【大学生による地域の魅力 

報告会】 

 

【三大祭りの現地学習会】 

【避難行動要支援者 
の避難訓練】 【グループ討議と発表】 【危険箇所の巡回】 

 

【布施谷健康ウォーク】 

ふるさと教育関係事業 
資料６ 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

○関連新聞記事 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
       
 

 

○成果 

・「地域を知る学習会」には、公民館活動にあまり参加されない方を含め、予想以上に多く

の参加があった。また、自分たちが住んでいる地域のことをもっと詳しく知りたいとい

うニーズがあることがわかった。 

・外部人材である大学生から地元の特色等を紹介してもらうことにより、住民が地域のよ

さを再認識することができた。統廃合により小学校がなくなり活気がなくなりつつある

中で、地元への愛着等を高め、活気へとつなげていくことが可能である。 

・マップ作成により、地域のよさを発信することができる。 

 

（２）【体験交流型】 

○富山市立速星公民館 

  ○事業の目的 

・坪野川自然体験事業、サケ・アユ稚魚放流事業 

子供たちに郷土の川の自然環境を大切にする心を育む。 

  ・もちつき体験事業 

    子供たちに日本の古き伝統を学んでもらうことと長寿会メンバーと小学生がふれあ

い世代間交流を行う。 

      はつらつ公民館学び支援事業（２） 新 
 

○活動内容及び計画 

実施日 内   容 参加人数 

５月23日 

（木） 

こども自然ふれあい体験（園児対象） 

アユの稚魚を約2,000匹放流 
約 100名 

６月11日 

（火） 

坪野川の生態系を学ぶ観察会（小学生と保護者対象） 

ホタルの生態や生息環境を学ぶ ホタルの観察会の実施 
約 30名 

７月26日 

（金） 

夏休み自然体験学習（小学４年生と保護者対象） 

身近な生き物や植物を観察し、地元の自然を学んだ。 
約 20名 

８月４日 

（日） 

坪野川で川遊び（小学生と保護者対象） 

川の自然について学びゴミ拾いを行った。網で水の中に

生息する生き物を捕まえた。 

57名 

２月 

（予定） 

「もちつき」の体験会（小学生対象） 

長寿会の指導により、臼と杵を使用 
― 

３月 

（予定） 

サケ稚魚放流体験（小学5年生と保護者対象） 

サケの生態を学び、稚魚を放流 
― 

  ○関連新聞記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○成果（平成30年度） 

  ・親子で郷土の川とそこに生息する生き物を大切にすることを学び、自然を大切に守る心

を育んだ。 

  ・伝統文化にふれながら、世代間交流を図ることができた。 

 

４．来年度の取組みの方向性 

  ○事業の効果を検証し、実施公民館数を増やす等事業の拡充も視野に入れながら継続する。 

 

 
 

令和元年８月31日 
北日本新聞 

 

令和元年５月24日（金） 
北日本新聞 

 

令和元年６月13日（木） 
北日本新聞 

 
 

令和元年８月25日 
富山新聞 

 


